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会 議 録  

会 議 の 名 称 行田市立図書館協議会  

開 催 日 時 
平成２３年８月３０日（火）  

  開会：１３時５５分    閉会：１５時３５分  

開 催 場 所 図書館 ミーティングルーム  

出席者（委員） 

氏 名 

岸田委員長、長谷川副委員長、松井委員、大平委員、小出委員、  

内田委員、東委員、平野委員、塚本委員  

欠席者（委員） 

氏 名 
 

事 務 局 平井図書館長、満井主幹  

会 議 内 容 

（１）平成２２年度行田市立図書館事業報告について  

（２）平成２３年度行田市立図書館事業計画について  

  ①行田市立図書館事業計画について  

  ②行田市子ども読書活動推進計画について  

  ③セカンドブック事業について  

（３）その他  

会 議 資 料 

（資料名・概要等）  

①行田市立図書館協議会会議資料  

②図書館へようこそ（統計資料）  

③おじいちゃん おばあちゃんの玉てばこ他３枚（チラシ）  

そ の 他 必 要 

事 項 
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発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

事 務 局  

 

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

委   員  

 

事 務 局  

 

 

 

 

 

 

 

 

委   員  

 

事 務 局  

 

 

 

 

委   員  

 

市民憲章唱和  

１ 開  会  

２ 委嘱状の交付     岸田委員長  

３ あいさつ       岸田委員長  

 委員長が議長となり進行  

４ 議  事  

（１）平成２２年度行田市立図書館事業報告について  

 「図書館へようこそ」（統計資料）を基に、平成２２年度の利用

統計及び実施事業について事務局が説明を行った。  

平成２１年度と比較して、１日当りの平均入館者と貸出冊数が減

っているが、その原因はどのように考えているか。  

まず一つ目の原因として考えられるのが、同じ建物内の隣である

「みらい」への来館者の影響である。ホール等で催し物等がある

かないかで図書館へ寄っていただける来館者も変化すると考えら

れる。  

二つ目の原因として考えられるのが、３月１１日の東日本大震災

の影響である。３月１１日の震災の日と翌日は館内復旧のため休

館し、３月４月の計画停電中は部分的休館とした。４月いっぱい

までは閉館時間を７時から５時に繰り上げて運営したため、平成

２３年度においても同様に少なくなると考えられる。  

４ページの相互貸借であるが、他図書館への貸出、借受とはどう

いうことか。  

埼玉県内には、県立浦和図書館、県立熊谷図書館、県立久喜図書

館があり、図書館協力業務を行っており、図書館で所蔵していな

い資料、購入できない資料について借りることができる。埼玉県

公共図書館等の資料相互貸借に関する協定に基づいて県内の公立

図書館から借りたり貸し出したりすることである。  

ものつくり大学、進修館高校、総合教育センターとの交流はある

のか。  
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事 務 局  

 

 

 

委   員  

事 務 局  

 

 

 

 

 

委 員 長  

委   員  

 

事 務 局  

 

 

事 務 局  

 

 

 

 

 

委   員  

事 務 局  

 

 

委   員  

 

事 務 局  

特に交流はございません。ただし、市内小中学校には１ヶ月５０

冊貸し出したり、また教育関係図書については、館内に教育図書

コーナーを設け対応している。今後は、ご指摘の学校施設などと

も相互貸借について検討してまいりたい。  

利用者懇談会とは。  

図書館には、利用者のご意見受付箱はありますが、直接利用者の

声を聴く機会がなかったので、初めて利用者懇談会を開催した。  

利用者としては、読み聞かせや配架ボランテイアをはじめ学校、

子育て関係のボランティアの方々が１５名前後出席してくださ

り、配架がわかりにくい、高齢者の紙しばい、大活字本を入れて

欲しい等意見をいただき、早速対応した次第である。  

それは、今後必要になるもので貴重な意見である。  

インターネット利用者はどのような層（学生、一般）が多いか。

利用目的は、勉強のためか。社会の様子を調べているのか。  

利用申請は、氏名、住所のみの記入となっている。また、利用目

的についても個人のプライバシーの問題もあるので、記入してい

ただていない。  

（２）平成２３年度行田市立図書館事業計画について  

①行田市立図書館事業計画については会議資料２ページとおじい

ちゃん おばあちゃんの玉てばこ他３枚のチラシを基に、②の行

田市子ども読書活動推進計画については会議資料の３～４ページ

を基に、③のセカンドブック事業については、会議資料の５ペー

ジを基に事務局が説明を行った。  

公民館で図書の返却ができるが、昨年は何件位あったか。  

本日も連絡があり、太井公民館へ取りに行ったところである。平

成２２年度は、合計１５６冊の図書の返却があり、９公民館から

返却の連絡があった。年々増加する傾向にある。  

今年度、緑陰図書館の３地域公民館とはどこか。利用は増えてい

るか。  

３地域公民館とは、北河原公民館、荒木公民館、佐間公民館であ
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委 員 長  

 

委   員  

事 務 局  

 

委   員  

 

委   員  

 

委   員  

 

事 務 局  

 

 

 

 

 

り、利用者は昨年と同じ位である。  

行田市では、４月から第５次総合振興計画を策定した。図書館は、

生涯学習の拠点として活動していただくよう要望する。  

セカンドブックは、どれ位かかるのか。  

概算で、図書１冊１，６００円×６００人で１００万円以内であ

る。来年度、予算がつけば実施していきたい。  

ブックスタートでいただけるバックを持っている人を図書館で見

かけることが多い。セカンドブックも期待したい。  

読書は、人格形成の役割があるので、セカンドブックは本を読む

きっかけをつくるのでいいと思う。  

本を贈る場合、この本と限定するのはよくない。選べるような方

向でお願いしたい。  

（３）その他  

 図書館の今夏の節電対策として、照明を半分程度間引きする、

空調の設定温度を２８℃に設定する、日射を遮るために、南側窓

は緑のカーテンを活用するといった対策を講じている。以上報告

とする。  

５ 閉会  

 以上で行田市立図書館協議会を閉会とする。  

 

 

 

 


